
９
条
を
生
か
し
核
兵

器
の
な
い
世
界
を

８
月
15
日
、
74
回
目
の

終
戦
記
念
日
。

党
区
議
団
は
、
Ｊ
Ｒ
蒲

田
駅
東
口
で
「
憲
法
９
条

守
り
、
安
保
法
制
撤
回
、

二
度
と
戦
争
は
さ
せ
な
い
」

と
、
決
意
を
込
め
て
、
猛

暑
の
中
、
街
頭
宣
伝
を
行

い
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
国
民

と
野
党
の
共
闘
を
さ
ら
に

強
め
、
く
ら
し
守
る
た
め

に
も
、
安
倍
首
相
９
条
改

憲
を
許
さ
ず
、
核
兵
器
の

な
い
世
界
の
実
現
を
目
指

す
訴
え
を
行
い
ま
し
た
。

大
田
区
が
掲
げ
て
い
る

平
和
都
市
宣
言
は
、
「
大

田
区
は
平
和
憲
法
を
擁
護

し
、
核
兵
器
の
な
い
世
界

を
目
指
す
平
和
都
市
で
あ

る
こ
と
を
宣
言
す
る
」
と

あ
り
ま
す
。
第
２
回
定
例

議
会
の
党
区
議
団
の
代
表

質
問
で
松
原
区
長
に
対
し
、

「
唯
一
の
被
爆
国
の
日
本

は
、
一
刻
も
早
く
核
兵
器

禁
止
条
約
を
批
准
す
る
よ

う
求
め
る
こ
と
と
、
ヒ
バ

ク
シ
ャ
国
際
署
名
に
署
名

す
る
よ
う
」
求
め
ま
し
た

が
、
区
長
は
態
度
を
明
ら

か
に
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

な
お
、
大
田
区
平
和
都

市
宣
言
記
念
事
業
と
し
て

予
定
さ
れ
て
い
た
「
花
火

の
祭
典
」
は
、
天
候
不
良

に
よ
り
、
残
念
な
が
ら
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

８
月
８
日
、
国
土
交
通

省
は
「
２
０
２
０
年
３
月

29
日
よ
り
新
飛
行
経
路

の
運
航
を
開
始
し
、
羽

田
空
港
に
お
い
て
国
際

線
を
年
間
約
３
・
９
万

回
増
便
す
る
」
こ
と
を
公

表
し
ま
し
た
。

党
区
議
団
は
７
月
29
日

に
、
７
月
30
日
の
「
羽
田

空
港
の
機
能
強
化
に
関
す

る
都
及
び
関
係
区
市
連
絡

会
（
第
１
回
）
」
に
つ
い

て
、
「
現
状
で
の
羽
田
新

飛
行
ル
ー
ト
案
に
反
対
の

意
見
表
明
を
す
る
よ
う
」

緊
急
申
入
れ
を
行
い
ま
し

た
。し

か
し
、
７
月
30
日
の

関
係
区
市
連
絡
会
で
、
川

野
副
区
長
は
「
説
明
会
の

継
続
実
施
と
、
落
下
物
対

策
を
含
む
安
全
対
策
や
航

空
機
騒
音
の
軽
減
な
ど
の

環
境
対
策
に
つ
い
て
、
対

策
の
徹
底
を
強
く
求
め
ま

す
」
等
と
の
発
言
に
と
ど

ま
り
ま
し
た
。

８
月
５
日
に
は
、
党
区

議
団
を
含
む
16
名
の
区

民
・
区
議
会
議
員
の
連

名
で
「
多
く
の
大
田
区

民
の
納
得
の
な
い
ま
ま

の
状
況
で
は
、
大
田
区

と
し
て
新
飛
行
ル
ー
ト

案
を
容
認
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
で
反
対
す

る
こ
と
」
と
要
望
書
を

申
し
入
れ
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
党
区
議
団

は
８
月
７
日
、
「
大
田

区
と
し
て
新
飛
行
ル
ー

ト
案
に
明
確
に
反
対
す

る
こ
と
を
再
度
要
望
し

ま
す
。
こ
の
間
、
大
田

区
と
し
て
反
対
の
意
見

表
明
を
し
な
か
っ
た
の

は
な
ぜ
で
す
か
。
大
田

区
の
見
解
を
お
聞
き
し

ま
す
」
と
松
原
区
長
に

公
開
質
問
状
を
提
出
し

て
い
ま
し
た
。
（
写
真
）

党
区
議
団
は
、
引
き

続
き
新
飛
行
ル
ー
ト
案

に
反
対
す
る
世
論
と
運

動
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

日本共産党大田区議団

大田区蒲田5-13-14
TEL 03-5744-1477
FAX 03-3730-3447
E-mail
kugidan@jcp-ota.jp
ご意見、ご要望をお
寄せ下さい。

２０１９年９月 日本共産党大田区議団ニュース ホームページ http://kugidan.jcp-ota.jp/ No.２７８(１)

日本共産党憲法と地方自治を生かし
希望がもてる大田区へ
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都
心
低
飛
行
ル
ー
ト
撤
回
を

党
区
議
団
が
申
し
入
れ

国
交
省
資
料
よ
り



黒
沼
良
光

７
月
27
日
か
ら
29
日
ま

で
３
日
間
、
静
岡
市
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
記
念
公

演
は
「
憲
法
と
自
治
の
チ

カ
ラ
が
地
域
の
未
来
を
切

り
開
く
」
で
し
た
。

安
倍
政
権
は
人
口
減
少
、

「
少
子
化
」
の
本
当
の
原

因
を
見
よ
う
と
し
な
い
で

先
端
技
術
を
あ
ら
ゆ
る
産

業
や
社
会
生
活
に
取
り
入

れ
経
済
発
展
と
社
会
的
課

題
を
解
決
し
て
い
く
と
い

う
誤
っ
た
理
論
を
上
げ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り

組
み
で
は
区
民
は
幸
せ
に

な
れ
ま
せ
ん
。
今
後
の
本

当
の
取
り
組
み
は
、
地
域

内
に
あ
る
経
済
主
体
が
毎

年
、
地
域
に
再
投
資
を
繰

り
返
す
こ
と
で
、
そ
こ
に

仕
事
と
所
得
が

生
ま
れ
、

拡
大
さ
れ
ま
す
。
そ
の
再

投
資
規
模
を
い
か
に
拡
大

す
る
か
が
問
わ
れ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
政
府
の
言
い

な
り
で
は
な
く
、
地
域
経

済
の
自
立
性
の
向
上
が
財

政
力
の
向
上
に
つ
な
が
り

ま
す
。
分
科
会
も
住
民
が

豊
か
に
な
る
た
め
に
「
地

域
活
性
化
が
必
要
」
と
深

め
ら
れ
ま
し
た
。

佐
藤

伸

初
日
の
全
体
会
で
は
自

治
体
問
題
研
究
所
理
事
長

の
岡
田
知
弘
京
都
橘
大
学

教
授
の
「
憲
法
と
自
治
の

チ
カ
ラ
が
地
域
の
未
来
を

切
り
ひ
ら
く
」
と
題
し
た

記
念
講
演
を
受
講
し
、
安

倍
政
権
下
で
の
地
方
「
統

治
」
政
策
の
流
れ
と
増
田

レ
ポ
ー
ト
や
、
全
国
の
自

治
体
の
独
自
の
役
割
を
発

揮
し
た
地
域
づ
く
り
の
経

験
等
を
学
び
ま
し
た
。

二
日
目
は
「
大
規
模
災

害
と
自
治
体
の
役
割
」
の

分
科
会
に
参
加
し
、
塩
崎

賢
明
神
戸
大
学
名
誉
教
授

の
報
告
を
受
け
た
後
に
討

論
を
し
ま
し
た
。
大
規
模

災
害
が
起
き
た
際
の
避
難

所
で
の
環
境
が
日
本
で
は

87
年
前
と
変
ら
な
い
な
ど

遅
れ
た
状
態
で
、
温
か
い

食
事
や
ベ
ッ
ド
、
清
潔
な

ト
イ
レ
・
シ
ャ
ワ
ー
が
完

備
さ
れ
て
い
る
イ
タ
リ
ア

や
ア
メ
リ
カ
等
で
の
避
難

所
で
の
生
活
環
境
の
違
い

に
驚
き
ま
し
た
。
自
然
災

害
は
止
め
る
の
は
困
難
で

す
が
政
治
の
努
力
に
よ
っ

て
被
害
規
模
を
小
さ
く
す

る
こ
と
は
出
き
る
と
改
め

て
学
び
ま
し
た
。

す
が
や
郁
恵

保
育
の
重
要
課
題
の
１

つ
は
、
保
育
所
保
育
指
針
・

幼
稚
園
教
育
要
領
の
改
訂

が
、
乳
幼
児
期
か
ら
、
子

ど
も
た
ち
を
就
学
に
向
け

規
律
を
押
し
付
け
よ
う
と

す
る
こ
と
等
に
対
し
、
育

ち
を
大
切
に
し
て
き
た
保

育
実
践
が
前
進
で
き
る
の

か
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
保
育
の
無

償
化
は
子
ど
も
の
成
長
に

社
会
全
体
が
責
任
を
持
つ

仕
組
み
を
実
現
す
る
た
め

の
重
要
な
施
策
で
す
が
、

消
費
税
増
税
な
く
行
う
べ

き
で
す
。

今
回
は
、
利
用
料
の
無

償
化
と
し
な
が
ら
保
育
料

負
担
の
大
き
い
０
～
２
歳

児
は
対
象
に
し
な
い
こ
と
、

給
食
費
を
無
償
化
の
対
象

か
ら
は
ず
し
、
副
食
費
を

実
費
徴
収
す
る
な
ど
は
問

題
で
す
。
特
に
給
食
費
の

実
費
徴
収
は
、
保
育
の
一

環
と
し
て
の
給
食
、
児
童

福
祉
と
し
て
の
保
育
の
在

り
方
の
根
本
が
問
わ
れ
ま

す
。
今
回
大
田
区
で
は
、

給
食
費
の
実
費
徴
収
は
見

送
り
ま
し
た
が
、
今
後
も

関
係
者
の
方
と
引
き
続
き

運
動
を
強
め
て
い
き
ま
す
。

(２) ２０１９年９月 日本共産党大田区議団ニュース ホームページ 「日本共産党大田区議団」で検索 No.２７８

法律相談のご案内
区議団顧問弁護士による、法律相談です。

お気軽にご利用ください。

９月 ５日(木) 午後１時より
９月１９日(木) 午後１時より

場所 日本共産党大田区議団控室
(大田区役所10階) ℡5744-1477

◎予約制です。お早めにお電話下さい。

区
議
会
日
程
（
案
）

９
月
５
日
（
木
）
請
願
・
陳
情
一
次
締
切

11
日
（水
）請
願
・陳
情
二
次
締
切

12
日
（木
）定
例
会
（第
１
日
）

代
表
質
問

大
竹
議
員

13
日
（金
）定
例
会
（第
２
日
）

一
般
質
問

あ
ら
お
議
員

17
日
（火
）常
任
委
員
会

18
日
（水
）常
任
委
員
会

20
日
（金
）特
別
委
員
会

25
日
（水
）定
例
会
（第
３
日
）

26
日
（木
）常
任
委
員
会

27
日
（金
）決
算
特
別
委
員
会

総
括
質
疑

黒
沼
議
員

請
願
・
陳
情
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

区
政
報
告
会

○
日
時

10
月
18
日
（
金
）

午
後
６
時
30
分
か
ら

○
場
所

ア
プ
リ
コ
小
ホ
ー
ル

（
蒲
田
５‐

37‐

３
）

お
お
い
に
学
び
交
流
し
ま
し
た

８
月
党
区
議
団
の
活
動

憲
法
を
暮
ら
し
に
活
か
す
地
方
自
治

自
治
体
学
校

豊
か
な
保
育
・
子
育
て
が
社
会
を
ひ
ら
く

第
51
回
全
国
保
育
合
研

党
大
田
区
議
団
は
、
７

月
か
ら
区
内
各
団
体
と
来

年
度
予
算
要
望
懇
談
会
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
障
害

者
団
体
、
労
働
組
合
、
福

祉
・
業
者
団
体
な
ど
か
ら

毎
年
切
実
な
要
望
が
出
さ

れ
、
要
望
書
に
取
り
ま
と

め
て
、
毎
年
、
区
長
に
直

接
申
し
入
れ
を
行
っ
て
い

ま
す
。
区
と
教
育
委
員
会

か
ら
の
回
答
も
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
区

民
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ

せ
て
粘
り
強
く
取
り
組
み
、

要
求
実
現
に
向
け
て
全
力

で
頑
張
り
ま
す
。

予
算
要
望
懇
談
会

８
月
７
日
か
ら
９
日

ま
で
の
原
水
爆
禁
止
２

０
１
９
年
世
界
大
会
・

長
崎
に
初
め
て
参
加
し

ま
し
た
。
８
月
６
日
、

ボ
リ
ビ
ア
が
25
カ
国
目

と
な
る
禁
止
条
約
を
批

准
し
、
条
約
発
効
の
50

カ
国
に
半
数
と
な
り
ま

し
た
。

９
日
の
閉
会
総
会
に

は
五
千
人
が
参
加
、
日

本
政
府
に
核
兵
器
禁
止

条
約
へ
の
署
名
、
批
准

を
求
め
、
被
爆
75
年
、

Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
が

開
か
れ
る
２
０
２
０
年

に
向
け
て
、
草
の
根
か

ら
歴
史
的
な
運
動
を
広

げ
よ
う
と
呼
び
か
け
、

被
爆
者
は
「
生
き
て
い

る
う
ち
に
核
兵
器
廃
絶

を
」
「
一
日
も
早
く
核

兵
器
禁
止
条
約
を
発
効

さ
せ
た
い
」
「
長
崎
を

最
後
の
被
爆
地
に
し
ま

し
ょ
う
」
と
訴
え
に
胸

が
響
き
ま
し
た
。

杉
山
こ
う
い
ち

原
水
禁
世
界
大
会
に
参
加
し
て


